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国
会
議
事
堂
周
辺
、市
民
訴
え

国
内
の
原
発
が
全
て
停

止
状
態
・と
な

っ
て
い
る

中
、
原
発
再
稼
働
を
進
め

る
政
府

へ
の
大
規
模
な
抗

議
活
動
が
十
三
日
、
東
京

・
永
田
町
の
国
会
議
事
堂

周
辺
で
展
開
さ
れ
た
。
真

夏
を
思
わ
せ
る
暑
さ
の

中
（
市
民
が

「再
稼
働
反

対
」
を
強
く
訴
え
た
。

毎
週
金
曜
日
に
首
相
官

邸
前
で
抗
議
活
動
を
し
て

い
る

「
首
都
圏
反
原
発
連

合
」
な
ど
三
団
体
が
共
催

し
、
約
四
万
人

（
主
催
者

発
表
）
が
参
加
し
た
¨

冒
頭
、
日
比
谷
公
会
堂

で
開
か
れ
た
集
会
で
は
、

作
家
の
大
江
健
三
郎
さ
ん

が

「
３

ｏ
Ｈ
で
、
多
く
の

日
本
人
が
原
発
の
全
廃
を

決
意
し
た
は
ず
だ
が
、
二

年
半
た

っ
て
危
う
く
な

つ

て
い
る
っ
こ
れ
か
ら
の
半

年
、
こ
の
決
意
を
譲

っ
て

し
ま
う
と
、
も
う
再
稼
働

の
流
れ
を
押
し
返
す
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
活
動
の

重
要
性
を
強
調
し
た
。

広
島

へ
の
原
爆
投
下
に

つ
い
て
も
触
れ

「
私
た
ち

は
広
島
を
経
験
し
、
五
十

数
基
の
原
発
を

つ
く
り
、

国
会
議
事
堂
前
で
原
発
の
再
稼
働
反
対
を
訴
え
る
大
勢
の
人
た
ち
―１
１３
日
夕
、
東
京

一
永
田
町
で

大
き
い
事
故
を
起
こ
し
て

し
ま

っ
た
。
今
ど
う
す
る

か
。
広
島
か
ら
現
在
を
貫

い
て
、
将
来
の
子
ど
も
た

日

国

日

講

バ

何
３

揃
う
巴
リ
コ
”

ヨ
ヨ

ち
が
生
き
て
い
く
社
会
、

世
界
を
取
り
返
す
こ
と
が

必
要
だ
」
と
熱
弁
を
振
る

っ
た
。

広
島
で
被
爆
し
、
医
師

と
し
て
ほ
か
の
被
爆
者
の

治
療
に
も
取
り
組
ん
で
き

た

肥

田
舜

太

郎

さ

ん

は

「
も
う
ひ
と

つ
原
発
事
故

を
起
こ
し
た
ら
、
日
本
は

滅
び
る
。
放
射
線
の
被
害

が
、
ひ
孫
や
玄
孫
の
代
に

ま
で
及
ば
な
い
よ
う
、
全

て
の
原
発
を
止
め
る
の
が

今
生
き
て
い
る
日
本
人
の

責
任
だ
」と
呼
び
掛
け
た
。

約
二
千
席
の
会
場
は
満

席
で
ヽ
入
れ
な
い
人
が
屋

外
に
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
熱

気
に
包
ま
れ
た
。

集
会
の
後
、
参
加
者
は

日
比
谷
公
園
を
出
発
。
霞

が
関
の
官
庁
街
や
東
京
電

力
本
店
前
を
通
る
約
二

・

五

ロ
キ
を
デ
モ
行
進
し
、
プ

ラ
カ
ー
ド
や
の
ぼ
り
旗
を

手
に

「原
発
い
ら
な
い
」

と
声
を
張
り
上
げ
た
っ

デ
モ
後
の
国
会
前
一の
集

会
で
は
、
各
地
の
原
発
の

地
元
住
民
も
発
言
し
、
再

稼
働
に
動
く
政
府
や
電
力

会
社
を
強
く
批
判
し
た
っ

原
発
事
故
備
え

屋
内
退
避
訓
練

東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原

発

（
新
潟
県
柏
崎
市
、
刈

羽

村
）

の
事

故

を

想

定

し
、
同
県
長
岡
市
は
十
三

日
、
原
発
か
ら
約
十

ロ
キ
離

れ
た
同
市
大
積
町
な
ど
の

二
十
四
町
内
会
で
ヽ
住
民

約
六
千
三
百
人
が
参
加
す

る
屋
内
退
避
の
訓
練
を
実

施
し
た
。
長
岡
市
に
よ
る

と
、
屋
内
退
避
を
重
点
に

し
た
避
難
訓
練
は
全
国
的

に
珍
し
い
。

広
報
車
や
ラ
ジ
オ
な
ど

で
屋
内
退
避
の
指
示
が
伝

え
ら
れ
る
と
、
同
町
の
公

民
館
で
市
職
員
が
ド
ア
や

窓
を
閉
め
た
り
、
換
気
扇

や
エ
ア
コ
ン
を
止
め
た
り

し
て
外
気
が
入
る
の
を
防

ぎ
、
テ
レ
ビ
で
情
報
を
収

集
し
た
。

東
電
福
島
第

一
原
発
事

故
を
教
訓
に
し
た
国
の
原

子
力
災
害
対
策
指
針
は
、

原
発
か
ら
半
径
五
卜
三
十

ロ
キ
圏
は
、
大
量
の
放
射
性

物
質
が
放
出
さ
れ
て
い
な

い
段
階
で
ま
ず
屋
内
退
避

し
、
危
険
性
が
高
ま
れ
ば
（

あ
ら
た
め
て
遠
方
へ
避
難

す
る
よ
う
定
め
て
い
る
。
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